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2009年3月期決算の概要



4

２００９年３月期のハイライト

統合後の活動実績として、セガミメディクス・セイジョー両事業会社の仕入部門を
一本化した運営を開始、商品販売戦略の強化を推進しております。

会計システムの統一化を完了、人事関連制度の構築、次世代に向けた情報システム
の高度化に着手し、経営管理に係る様々な事項を推進しております。

九州エリアにおける店舗ネットワークの拡大のため、株式会社ドラッグイレブンと
業務提携し、１１月より同社が取り扱う大半の商品について卸事業を開始しており
ます。

訪問看護事業へ参画、調剤・介護事業とともに、地域医療をバランスよくサポート
しうる事業のビジネス化に取り組んでおります。ドラッグストア事業と地域医療の
連携を更に深めてまいります。

店舗戦略につきましては、消費低迷下、新規出店を４３店舗に抑え、２９店舗を閉鎖
するなど店舗の質的強化を行っており、当該期末店舗数は６４０店舗（うち調剤取扱
１１２店舗）となりました。

個人消費の不振や天候不順の影響を受けましたが、経営統合によるシナジー効果と
相俟って、売上高は170,116百万円、営業利益は3,836百万円、経常利益は7,274百万
円、当期純利益は3,915百万円となりました。
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売上高・経常利益の推移
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（ｺｺｶﾗﾌｧｲﾝ連結）
※ 08年3月までの数値は、セガミ・セイジョーの実績を単純合算したものです。

セイジョーは、便宜上ココカラファインの決算と 同時期の数値を算出して使用しております。
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決算概要 計画対比（Ｐ／Ｌ）

（単位：百万円）

09年3月期

実績

09年3月期

計画
計画
差異

計画比
(%) 要因

売 上 高 170,116
(100%)

169,400
(100%)

716 100.4

セガミ 104,481 104,129 352 100.3

セイジョー 65,635 65,271 364 100.6

◇既存店売上増
（計画▲0.7%→実績▲0.3%）

売上総利益 46,368
(27.3%)

46,510 
(27.5%)

▲142 99.7

営業利益 3,836
(2.3%)

3,610
(2.1%)

226 106.3

◇消費低迷に向けての刺激策
強化・特別対策費圧縮

経常利益 7,274
(4.3%)

7,000
(4.1%)

274 103.9 －

当期純利益 3,915
(2.3%)

3,520
(2.1%)

395 111.2
◇減損損失

（計画864百万円
→実績601百万円）
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同一会計処理による前年比較（Ｐ／Ｌ）

09年3月期

実績
（現会計処理）
（構成比）

売 上 高 170,116
(100%)

売上総利益 46,368
(27.3%)

販管費 42,532
(25.0%)

営業外損益 3,438
(2.0%)

営業利益 3,836
(2.3%)

経常利益 7,274
(4.3%)

（単位：百万円）

会計処理
変更分調整
（概算）

－

356

▲270

626

▲626

0

前年対比用
実績（09/3）

（前年会計処理・概算）

（構成比）

170,116
(100%)

46,724
(27.5%)

42,262
(24.8%)

4,462
(2.6%)

2,812
(1.7%)

7,274
(4.3%)

※1） 前年実績は、セガミ・セイジョーの実績を単純合算したものです。
セイジョーは、便宜上ココカラファインの決算と 同時期の数値を算出して使用しております。

※2）上表は、「営業利益」と「経常利益」について前年対比を容易にするために作成したものです。

仕入割引
→営業外収益へ

受入電算手数料
→営業外収益へ
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決算概要 前年同期比較（Ｐ／Ｌ）

※1）今期実績は、前頁で算出している「今期実績（前年会計処理・概算）」の数値を使用しております。

※2）前年実績は、セガミ・セイジョーの実績を単純合算したものです。セイジョーは、便宜上ココカラファインの決算と 同時期の数値を算出して使用しております。

※3） 上表は、「営業利益」と「経常利益」について前年対比を容易にするために作成したものです。

（単位：百万円）

前年対比用
実績

（09/03）※1

前年実績

（08/03）※2
増減 前年比

(%) 要因

売 上 高 170,116
(100%)

154,824
(100%)

15,292 109.9

セガミ 104,481 91,676 12,805 114.0

セイジョー

売上総利益 46,724
(27.5%)

44,862
(29.0%)

1,862 104.2 ◇統合シナジー効果
◇消費低迷に対応する売価下落

営業利益 4,462
(2.6%)

5,234
(3.4%)

▲772 85.3 ◇ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ設立による経費増等

65,635 63,148 2,487 103.9

◇新規出店 43店舗
◇店舗閉鎖 29店舗
◇イレブン卸売上(11月より)

経常利益 7,274
(4.3%)

6,517
(4.2%)

757 111.6 ◇負ののれん償却
◇統合シナジー効果

当期純利益 3,915
(2.3%)

3,123
(2.0%)

792 125.4 －
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売上高伸び率推移（前年同月比）
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5月・6月 ：天候不順による売上不振。

7月 ：5月・6月分も含めた夏物季節商材を中心に売上増。

8月 ：急激な気温低下による売上不振。

9月以降 ：急激なリーマンショックに端を発した消費低迷。

2月 ：前期より営業日数1日減。

11月以降：ドラッグイレブン卸による売上増。

5月・6月 ：天候不順による売上不振。

7月 ：5月・6月分も含めた夏物季節商材を中心に売上増。

8月 ：急激な気温低下による売上不振。

9月以降 ：急激なリーマンショックに端を発した消費低迷。

2月 ：前期より営業日数1日減。

11月以降：ドラッグイレブン卸による売上増。
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商品分類別売上高

09年3月期実績 前年実績（08/3）

日 用 生 活 商 品 26,908 17.0 102.6 26,233 17.2 113.5

そ の 他 商 品 21,425 13.5 105.3 20,343 13.4 126.9

全 店 計 158,183 100.0 103.8 152,358 100.0 115.0

（百万円） 構成比 前期比

50,927

17,406

51,620

7,300

11,932

170,116

104.332.2

11.0

32.6

4.6

-

111.8

103.8

101.0

484.1

- 109.9

（百万円） 構成比 前期比

医 薬 品 48,812 32.0 115.5

う ち 調 剤 15,569 10.2 125.1

化 粧 品 49,740 32.6 113.7

健 康 食 品 7,229 4.7 98.2

卸 ・ 介 護 他 2,465 - 177.2

全 社 計 154,824 - 115.6

※）前年実績は、セガミ・セイジョーの実績を単純合算したものです。セイジョーは、便宜上ココカラファインの決算と 同時期
の数値を算出して使用しております。

ジェネリック対応・面分業推進、服薬指導の質的向上を図ったこと等により、調剤売上高は好調

を維持。

戦略的商品である、医薬品・化粧品・健康食品の売上構成比69.4％を維持。

ジェネリック対応・面分業推進、服薬指導の質的向上を図ったこと等により、調剤売上高は好調

を維持。

戦略的商品である、医薬品・化粧品・健康食品の売上構成比69.4％を維持。
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貸借対照表（Ｂ／Ｓ）

09年3月期

流 動 資 産 44,124 55.4

（百万円） 構成比

固 定 資 産 35,557 44.6

有 形 固 定 資 産 18,160 22.8

無 形 固 定 資 産 1,362 1.7

そ の 他 16,034 20.1

資 産 合 計 79,682 100.0

流 動 負 債 29,157 36.6

固 定 負 債 7,715 9.7

負 債 合 計 36,872 46.3

純 資 産 合 計 42,809 53.7

負 債 純 資 産 合 計 79,682 100.0

今期末

自己資本比率53.7％



13

キャッシュフロー計算書

09年3月期
（百万円）

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 2,327

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー ▲2,615

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー 277

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 ▲10

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 3,097

株式移転による現金及び現金同等物の増加額 7,620

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 10,707
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通期の見通し
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通期売上高・経常利益の推移
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（ｺｺｶﾗﾌｧｲﾝ連結計画）
※ 08年3月までの数値は、セガミ・セイジョーの実績を単純合算したものです。

セイジョーは、便宜上ココカラファインの決算と 同時期の数値を算出して使用しております。
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通期見通し前提（経常利益）

7,274百万円

▲440百万

▲250百万 240百万

360百万

226百万

7,410百万円

消費不振による
既存店・新店の影響

既存店前期比：98.7%

新店
09年3月期：43店
10年3月期：31店

消費不振による
既存店・新店の影響

既存店前期比：98.7%

新店
09年3月期：43店
10年3月期：31店

薬事法改正による影響

店舗設備変更
登録販売者手当等

薬事法改正による影響

店舗設備変更
登録販売者手当等

PBミックス戦略
PB比率：
5.1％→8.0％

PBミックス戦略
PB比率：
5.1％→8.0％

コストシナジーの創出

仕様の統一
業務統合

コストシナジーの創出

仕様の統一
業務統合

その他計
ドラッグイレブン影響含

（前期4.5ヶ月→当期12ヶ月）

その他計
ドラッグイレブン影響含

（前期4.5ヶ月→当期12ヶ月）2009/3
（実績）

2010/3
（計画）

+136百万円
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連結予想損益計算書

2009年3月期 2010年3月期

上期実績(08/9) 通期実績(09/3) 上期予想(09/9) 通期予想(10/3)
.

.

（百万円） 構成比 前期比

売 上 高

売 上 総 利 益

営 業 利 益

経 常 利 益

100.0

当 期 純 利 益

112.1

セ ガ ミ 47,703 59.4 104,481 61.4 56,090 62.4 117.6 112,050 62.3 107.2

セ イ ジ ョ ー 32,546 40.6 65,635 38.6 33,860 37.6 104.0 67,790 37.7 103.3

22,793 28.4 46,368 27.3 23,510 26.1 103.1 47,510 26.4 102.5

95.6

101.1

1.9

3.9

98.42.1

89,950

1,720

3,490

1,890

（百万円） 構成比 （百万円） 構成比

80,249 100.0

2.2

4.3

2.4

1,799

100.0170,116

3,836

3,453 7,274

2.3

4.3

3,915 2.31,921

（百万円） 構成比 前期比

179,840 100.0 105.7

3,850 2.1 100.4

7,410 4.1 101.9

3,930 2.2 100.4
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２０１０年３月期 出店計画

通期計画

期首

出店 退店

24

7

31
（4）

期末

18 359

281

640
（112）

13

31
（4）

セガミメディクス 365

セイジョー 275

640
（112）

ココカラファイン
（調剤取扱店舗数）

設備投資：2,920百万円 減価償却：2,090百万円 当期純利益：3,930百万円設備投資：2,920百万円 減価償却：2,090百万円 当期純利益：3,930百万円
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第一期 ＴＯＰＩＣＳ
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第一期 ＴＯＰＩＣＳ

エリア戦略

(株)ドラッグイレブンとの業務提携締結、商品供給の開始

金光薬品（株） 業務提携

海外事業着手

ロシアでのﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ関連事業展開に関する基本合意締結

業務提携先 におけるＰＥＴ/ＣＴ検査紹介業務開始

医療連携推進室新設（事業会社）

訪問看護ステーション開設

健康関連事業開発
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第二期 戦略
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２０１０年３月期施策

ＰＢミックス戦略

ヘルスケア領域の強化

「改正薬事法」対応

コストシナジーの創出

Ｍ＆Ａ、アライアンスの推進
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「改正薬事法」対応

６月より施行される「改正薬事法」への対応

店舗資格者の戦略的配置

６月 改正薬事法施行後の店舗フォーマットを３タイプに分類。店舗

立地やコストパフォーマンス、周辺環境などを判断基準に選択。

価格志

サービ

専門利便

Ｃタイプ

Ｂタイプ

Ａタイ

約
15％

約
40％

約

45％

店舗タイプ 構成比
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登録販売者の専門性強化

ｾｶﾞﾐ､ｾｲｼﾞｮｰの研修ナレッジの共有により、

効率的かつ効果的な継続的教育が整備され

ているために、Ｃタイプ店舗における差別化を

図ることができる。

サービス

他社Ｃタイプ
ポジション

専門性

価格志向

利便性

登録販売者
の養成

1
2

3

資格取得後
の通常研修

スペシャリスト
育成の研修体系
を強化

■ 継続的研修制度で高い専門性のＣタイプ店舗を構築

ヘルスケアカウンセリングのヘルスケアカウンセリングの
スペシャリスト育成強化スペシャリスト育成強化
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ヘルスケア領域の強化

※ランキングデータは、ドラッグマガジン08年7月号を参考し、上場企業
を対象としております。

月間千枚以上処方箋応需店舗数 第１位

調剤事業売上比率 第１位

調剤報酬 第２位

ココカラファインＨＤ業界ランキング

調剤事業の拡充

調剤の売上伸長率は１１．８％

ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ業界でトップクラスの規模である調剤事業をさ

らに強化、店舗での併設を進めるとともに地域のヘルス

ケアステーションとしての機能を高めていく。

※中期計画 調剤売上200億円⇒250億円へ上方修正

調剤売上推移億円

第1期実績（‘09.3末時点）

８５店舗

１７４億円

１１．０％
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変わる薬剤師職能

◎ 薬歴管理、ジェネリック対応、またＯ

ＴＣ販売時においてはセルフメディケーシ

ョンによる未病サポート。これらにより薬

剤師は顧客の医療費コスト軽減のアドバイ

ザーともなりうる。

◎ 調剤室から店頭へ、そして地域医療へ

と活動のフィールドを拡大していく。

スペシャリストとしての薬剤師像の創造

薬剤師の職域拡大

教育システムの構築
創造する薬剤師の活動フィールドとキャリア
アップが連動する教育プログラムの構築。
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在宅調剤事業への参画

受付回数

0

200

400

600

4月 5月 6月 7月8月 9月10月11月12月1月 2月 3月

患者数

0

50

100

150

200

250

4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月

在宅調剤への積極参画 ‘08.10～’09.03実績

拠点数 9
患者数 233（人）

訪問回数 2,713（回）

調剤報酬 38,914（千円）

処方箋単価 14,343（円）

今期より、在宅調剤事業の本格稼動開始（前期末5
拠点から9拠点へ）。新設した訪問看護ステーション、
既取組の介護事業との連携を図りながら、地域医療
へのアプローチを強化。

※応需数は順調に伸長。
患者数 101人（’08.03）⇒ 233人（‘09.03）
調剤報酬 2,839千円（‘08.04）⇒6,769千円（’09.03）
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(例)ＰＥＴ/ＣＴ検査紹介事業の拡大

提携企業の店舗網連携により794拠点に拡大

セガミ 376拠点 セイジョー275拠点

ドラッグイレブン73拠点 イレブン 70拠点

医療系サービス事業 地域医療との連携

ヘルスケア事業領域の推進

[セイジョー]
■’06.10介護事業に参入（㈱シブヤ薬局の買収による）
■’08.6多摩センターに訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ開設
■’08.7薬剤師ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰによる居宅介護支援事務所
を同施設内に開設
[セガミメディクス]
■’02.4 介護保険施行と同時に寝屋川市で居宅介護支
援事業所を開設
■’07.10 から薬剤師による在宅訪問を開始
■’08.4 調剤部内に在宅担当者を置き現在5施設の在
宅訪問を実施。

お客様 お客様 お客様お客様

グループ全店店頭

サービスの提供

訪問看護
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ＰＢミックス戦略

顧客視点のＰＢ戦略

ＰＢ/ＮＢのバランスミックス

ＰＢの品質管理委員会を設置。

企画立案したＰＢ商品が、商品の質・ﾚﾍﾞﾙを確保、

かつ、スムーズに店頭反映される体制作りを実施。

ＰＢありきの施策を行わない。

価値・価格において最も適切な商品を、ＮＢ/ＰＢの

中から選定を行う。

付加価値ＰＢ商品の共同販売教育、共同販売施策

の実施。

⇒現在、ＨＤ全体で5.1％であるＰＢの

販売比率を8.0％へ引き上げる計画ＮＢ商品 ＰＢ商品

お買得

中
価
格
帯

高
機
能

高付加価値
お買い得

機能追加

高付加価値

⇒ＰＢ商品は、お客様にとって最も魅力的な

商品ラインナップの実現のために、『プ

ライス』と『バリュー』を補完する開発

を行う。
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コストシナジーの創出

ＨＤがコントロールタワーとなり、事業会

社の仕様統一を進め、購買単価の引き

下げ等を推進すると共に、事業会社間

の重複業務を一本化することによるコ

ストダウンを創出。

統合シナジーのフェーズⅡ～ＨＤとしてコストの圧縮に注力する～

レジ
バッグ

業務
統合

[目標］

３億６千万円の

コストシナジー
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Ｍ＆Ａ、アライアンスの推進

Ｍ＆Ａ・アライアンスを活用した事業拡大戦略

’09年3月末現在、47都道府県中30都道

府県で既に出店。新規エリア開拓と、既出

店エリアのドミナント化においてＭ＆Ａを

積極的に活用。

同時に、エリアシェアを高めるためのア

ライアンスも積極的に活用。

■・・・0店舗

■・・・1～20店舗

■・・・２１～４０店舗

■・・・４１店舗以上

九州エリア
㈱ﾄﾞﾗｯｸﾞｲﾚﾌﾞﾝ

業務提携

岡山県
金光薬品㈱
業務提携

（海外）
ﾛｼｱﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ

関連事業
合弁会社設立
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経営戦略
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1. 日本一質の高い企業に相応しい企業体質構築

2. ココカラファインのコーポレートブランド確立

3. 高成長を実現するグループ運営体制の構築

4. 社会から信頼される人材の育成

5. 業態間競争に勝ち抜く収益力の強化

中期経営ビジョン・事業ビジョン

1. ヘルス＆ビューティケアと調剤事業の強化・拡充

2. プライマリ・ケアの一翼を担う機能充実

3. ドラッグストア事業をコアにシナジー効果の高い健康関連事業
への拡大

4. 健康ニーズに対応するため、積極的なＭ＆Ａ、アライアンスを実施

5. 国内外の最適立地への拡大
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中期重点計画

1. フリースタンディング型店舗の強化・拡充

2. 調剤事業の拡充…売上２００億円

⇒早期達成見込みのため２５０億円に修正

3. 医療モール形成…１０箇所

4. 健康関連新事業開発…５事業

5. ドラッグ事業とリンクした介護事業のビジネスモデル化

6. Ｍ＆Ａの実現…１０案件

7. 海外進出の事業化

◆ 売上高2,500億円の達成
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目標

現在

売上高 2,500億円

経常利益 150億円

2013年3月期 目標

・小売業のグローバル化への対応
・医療の地域密着化
を実現することにより、高収益ビジネスモデルを確立する
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ＩＲコンタクト

本資料につきましては、株主・投資家の皆様への情報提供のみを目的としたものであり、売買の勧誘を目的としたものではあり
ません。本資料における、将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を与えるものではあ
りません。また、将来における当社の業績が現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用
下さい。
業界等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、
完全性を保証するものではありません。
本資料は、株主・投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、株主・投資家の皆様ご自身のご判断と責任に
おいてご利用されることを前提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその責任は負いません。

お問い合わせお問い合わせ
ココカラファイン ホールディングス

経営企画室

TEL: 06-6267-8129

FAX: 06-6267-0583 
http://http://www.cocokarafine.co.jpwww.cocokarafine.co.jp//
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